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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、細胞分裂において機能するセリン／スレオニンタンパク質キナーゼをコードしています。キネシンKIF14とともに、このタンパク質は中心紡錘体および中間体に局在し、効率的な細胞質分裂を促進する働きをします。このタンパク質は中枢神経系の発達に関与しています。この遺伝子の多型は、双極性障害および統合失調症のリスクと関連しています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2011年8月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：KIF14が中心紡錘体および中間体へ局在するために必要。細胞質分裂において役割を果たす可能性があります。GTP結合型のRHOおよびRAC1に結合する推定RHO/RACエフェクター。in vivoでは、より強い特異性でp21に結合すると考えられます。セリン/スレオニン残基とチロシン残基の両方における自己リン酸化および外因性基質のリン酸化を触媒する二重特異性タンパク質キナーゼ活性。細胞質分裂の調節と中枢神経系の発達において重要な役割を果たす。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。AGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：AGCキナーゼC末端ドメインを1つ含む。,類似性：CNHドメインを1つ含む。,類似性：PHドメインを1つ含む。,類似性：ホルボールエステル/DAG型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含む。,サブユニット：活性化状態に応じてKIF14と直接相互作用する（キナーゼ不活性型との相互作用が強い）。ホモ二量体。,
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	CTRO抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

